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『このささいな父の存在』 12.14 金曜上映会『このささいな父の存在』 12.14 金曜上映会

鑑賞会員無料（当日受付にてご入会下さい）
会場：山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー
　　山形市平久保100 山形国際交流プラザ（ビッグウイング）3F 試写室（40席）
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家系を継げないゲイの監督が、自らの居場所を探すため、
父を、家族を、家父長制を、耽美とユーモアで挑発する『このささいな父
の存在』。日本占領下に抗日運動に身を捧げ、戦後行方不明になった父
の存在と、ゲイである自己との関わりを描く『プライベート・ウォーズ』。

1961年にベルリンの壁が作られた直後、ポーランド国
境近くのゴルツォウという小さな村で、子供たちの記録映画の制作が始
まった。入学、卒業、就職、結婚という人生の節目、そして壁の崩壊後の
彼らを追う。この映画は図らずも、ベルリンの壁の出現から崩壊、そして
ドイツ統一という、歴史そのものをまるごと記録することとなった。

   14:00, 19:00（2回上映）
このささいな父の存在
YIDFF 2017 アジア千波万波
監督：サリーム・ムラード／レバノン／2016／ビデオ／103分

〈YIDFF 2017 アンコール 9：僕とささいな父の存在〉

16:15（1回上映）
プライベート・ウォーズ
YIDFF ’97 インターナショナル・コンペティション 市民賞
監督：ニック・ディオカンポ ／フィリピン／1996／16mm／67分
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生活困窮者が身を寄せ合って暮らす簡易宿泊所で“人らしく生きる道”を
模索する人々の姿を描き、社会保障制度の歪みを浮かび上がらせる『人
として暮らす』。ある男の家と仕事の往復の日常を、感情や社会的関係
性をそぎ落とし、不穏な空気とともに捉え続けた怪作『ウラーッ』。

   14:00, 19:00（2回上映）
人として暮らす
YIDFF 2017 アジア千波万波 奨励賞
監督：ソン・ユニョク／韓国／2016／ビデオ／69分

〈YIDFF 2017 アンコール 10：韓国、生活の柄〉

15:30（1回上映）
ウラーッ！
YIDFF 2017 アジア千波万波
監督：チョン・ジェフン／韓国／2011／ビデオ／75分
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YIDFF ’95 インターナショナル・コンペティション
優秀賞、市民賞
監督：バーバラ・ユンゲ、
　　　ヴィンフリート・ユンゲ
ドイツ／1993／35mm／284分

〈カメラが見た時代〉

   14:00, 18:30（2作品2回上映）
青年の海 ―四人の通信教育生たち―
監督：小川紳介／1966／16mm／56分

現認報告書 羽田闘争の記録
監督：小川紳介／1967／16mm／58分

〈小川紳介監督と学生運動〉

山形ドキュメンタリーフィルムライブラリー 子どもの映画教室

山形ビエンナーレ2018 シネマ通りの夜
ドキュメンタリー・ドリーム・ショー

山形 in 東京2018

全国コミュニティシネマ会議

ドキュ山ユースドキュメンタリー映画を体感してみませんか？

ドキュ山フェス 劇場は星夜にて

山形ドキュメンタリー道場

8mmフィルム映画祭

柳澤壽男と福祉映画

震災と「地域映画」の未来

金曜上映会
ドキュ山ユース・セレクション

2019年10月10日［木］～17日［木］

14:30 第一部 94分

16:20 第二部 98分

19:00 第三部 92分
文部省による大学通信教育制度の改訂を巡り、迷い、

悩みながらも反対闘争に立ち上がった4人のリーダーたちと、映画制作
スタッフたちの青春が交錯する小川紳介監督第一作『青年の海』。佐藤
栄作首相のベトナム訪問を阻止しようとした全学連と機動隊の衝突、そ
の闘いの犠牲となった学生の死の真相を追う『現認報告書』。



参加無料

問合せ：山形市創造都市推進協議会事務局
               （山形市企画調整部 文化振興課内）
［電話］023-641-1212（内線769）　[FAX] 023-624-9618
［E-mail］creative-yamagata@city.yamagata-yamagata.lg.jp

@FilmYamagata

第16回 Creative Café 
山形の若者が考える
　　　「ユネスコ創造都市やまがた」とSDGｓ

1月14日［月・祝］ 14:00–16:00
山形まなび館　交流ルーム2
※山形まなび館専用無料駐車場をご利用ください。

Creative Café 第4回 お茶会

12月19日［水］ 18:30–20:30
山形まなび館　交流ルーム4
※山形まなび館専用無料駐車場をご利用ください。

www.creative-yamagata.jp

311ドキュメンタリーフィルムアーカイブ

www.yidf f311docs.jp

【応募締切】
◆インターナショナル・コンペティション
第1次応募締切　2018年12月15日
第2次応募締切　2019年4月15日

2019年10月10日［木］～17日［木］
作品募集中！

http://www.yidff.jp/2019/entry

山形国際ドキュメンタリー映画祭をご支援下さい

                      www.yidff.jp

メールマガジン「YIDFFニュース」（毎月1回）
www.yidff.jp/news/subscription

コミュニティFM ラジオモンスター 76.2MHz 『モンブラン』内

山形国際ドキュメンタリー映画祭情報発信中

@yidff_8989
ブログ「ドキュ山ライブ」   www.yidff-live.info

@yidff

◆アジア千波万波
2019年5月15日

パムソム海賊団、ソウル・インフェルノ
YIDFF 2017 アジア千波万波 特別賞
監督：チョン・ユンソク／韓国／2017／ビデオ／119分

1月21日［月］ 16:30    入場無料
山形大学（小白川キャンパス） 人文社会科学部棟
主催：山形大学小白川キャンパス学生有志
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フィルムを捨てないで！
　　　「懐かしい」を未来へ！

10月31日、蔵王で新作映画
に磨きをかける「山形ドキュメ
ンタリー道場」に参加中の監
督・製作スタッフと講師の皆さ
んが、フィルムライブラリーを訪
れました。試写室では小川紳
介監督『1000年刻みの日時計
　牧野物語』を鑑賞。小川監
督を山形に招いた農民詩人・
木村迪夫さんに質問の嵐！！

11月9日の金曜上映会では
ノーヴァ・ゴー監督『赤道雨』、
ドゥウィ・スジャンティ・ヌグラ
ヘニ監督『デノクとガレン』を上
映。山形国際ドキュメンタリー
映画祭の重要性、自作との向
き合い方、撮影当時のエピソー
ドや登場人物の現在などにつ
いて語っていただきました。
山形ドキュメンタリー道場2018
主催：ドキュメンタリー・ドリームセンター
　　  山形市創造都市推進協議会
http://ddcenter.org/

映画祭開催時にはボランティアとしても活躍してくれる山形大学の
学生のみなさんが映画祭作品の上映会を企画してくれました！　
上映作品は昨年のアジア千波万波部門で話題になり、特別賞も
受賞した韓国作品『パムソム海賊団、ソウル・インフェルノ』です。
パンクバンド「パムソム海賊団」の活動から透かし見える韓国社会
の実相。様々な問いを投げかけてくれる作品です。温かい飲み物
と共に映画について語り合う時間もご用意しています。入場無料。
ぜひご参加ください！


